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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

８
月
24
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

清
家
裕
税
理
士
（
協
会
医
業
税
理
士
団
）

会
費　

会
員
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催

税
務
調
査
対
策
研
究
会

日
時　

７
月
27
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
第
一
会
議
室

講
師　

 

連　

利
隆
氏
（
兵
庫
県
立
柏
原
病
院
歯
科
口
腔
外
科

・
大
阪
市
健
康
福
祉
局
健
康
推
進
部
顧
問
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

北
河
内
地
区
講
習
会

有
病
者
の
歯
科
治
療
―
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
と
し

て
―

日
時　

８
月
４
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
３
時

会
場　

 

サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ビ
ー
ル
工
場
（
京
都
府
長
岡
京
市

調
子
３‒

１‒

１
）

会
費　

無
料

定
員　

 

20
人（
地
区
会
員
、会
員
院
所
家
族
・
従
業
員
に
限
る
）

※
午
後
１
時
45
分
に
現
地
集
合
。
Ｊ
Ｒ
「
長
岡
京
」、
阪
急

「
長
岡
天
神
」
各
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ
り

※
作
り
立
て
の
「
ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ
」
が
試
飲
で

き
ま
す

北
大
阪
地
区
・
三
島
地
区
合
同

行
こ
う
！
工
場
見
学
！
サ
ン
ト
リ
ー
京
都
ビ
ー
ル
工
場

日
時　

８
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

会
場　

 

吹
田
さ
ん
く
す
１
番
館
４
階
・
第
１
会
議
室
（
Ｊ
Ｒ

「
吹
田
」
駅
直
結
）

講
師　
（
株
）ス
リ
ー
エ
ム
ヘ
ル
ス
ケ
ア

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

25
人
（
要
事
前
申
込
み
）

北
大
阪
地
区
講
習
会

グ
ラ
ス
ア
イ
オ
ノ
マ
ー
系
レ
ジ
ン
セ
メ
ン
ト（
ビ
ト

レ
マ
ー
２
ペ
ー
ス
ト
）の
活
用

日
時　

８
月
10
日
（
土
）

　
　
　

◆
第
一
部　

午
後
２
時
30
分
〜

　
　
　

◆
第
二
部　

午
後
５
時
〜

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

会
費　

無
料

※
医
科
協
会
と
の
共
催

映
画「
モ
ン
サ
ン
ト
の
不
自
然
な
食
べ
も
の
」市
民
公

開
上
映
会

日
時　

７
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

大
村
進
氏
（
横
浜
市
立
大
学
附
属
市
民
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
歯
科
・
口
腔
外
科
・
矯
正
歯
科
部
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

７
月
度
生
涯
研
修

こ
の
症
状
、歯
科
？
口
腔
外
科
？
心
療
内
科
？
そ
れ

と
も
精
神
科
？
―
歯
科
と
精
神
科
の
接
点
―

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
は
幻
想
だ

生
き
残
る
た
め
に
原
発
な
く
そ
う

経
済
評
論
家　

山
家
悠
紀
夫 

さ
ん

医
師　

肥
田
舜
太
郎 

さ
ん

　

株
高
と
円
安
で
景
気
が
良
く

な
る
と
い
う
期
待
が
国
民
の
間

で
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
は
幻
想
で
す
。「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
は
一
時
的
な
目
く
ら

ま
し
で
あ
り
、
景
気
は
良
く
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
に
早
く

気
付
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

安
倍
政
権
は
お
金
の
流
通
を

増
や
す
政
策
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
銀
行
は
経
営
の
厳
し
い
企

業
に
は
貸
さ
な
い
し
、
返
せ
る

あ
て
の
な
い
企
業
も
借
り
ま
せ

ん
。
増
え
た
お
金
は
大
企
業
と

　

被
爆
者
と
し
て
、
そ
し
て
治

療
に
携
わ
っ
て
き
た
立
場
か
ら

言
え
る
の
は
、
核
兵
器
や
同
じ

「
核
」
を
使
う
原
発
は
人
類
を

滅
ぼ
す
と
い
う
こ
と
。
日
本
人

が
種
族
を
残
し
た
い
の
で
あ
れ

ば
、
核
兵
器
を
周
辺
に
存
在
さ

せ
て
は
な
ら
ず
、
原
発
の
火
は

消
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

放
射
線
を
浴
び
た
原
爆
の
被

爆
者
た
ち
は
、
直
後
だ
け
で
な

く
数
年
や
数
十
年
か
け
て
病
気

に
冒
さ
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
彼
ら
の
症
状
は
医
者

お
金
持
ち
の
資
金
運
用
に
回
る

だ
け
。
株
高
の
バ
ブ
ル
を
招
く

政
策
は
危
険
過
ぎ
ま
す
。

　

円
安
だ
と
輸
入
品
の
値
段
が

上
が
り
ま
す
。
今
の
日
本
は
輸

出
よ
り
輸
入
の
方
が
や
や
多
い

状
況
で
す
か
ら
、
影
響
は
深
刻

で
す
。
物
価
は
上
が
る
の
に
給

料
は
上
が
ら
な
い
。
生
活
は
苦

し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

　

政
府
は
、
公
共
事
業
の
か
さ

上
げ
な
ど
で
経
済
指
標
を
上
向

か
せ
る
方
針
で
し
ょ
う
。
秋
の

消
費
増
税
を
判
断
す
る
た
め
の

も
の
で
、
景
気
を
本
当
に
良
く

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
長
戦
略
も
大
問
題

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
良
く
な
る

の
は
ご
く
一
部
の
人
た
ち
で
、

の
教
科
書
に
も
載
っ
て
お
ら

ず
、
今
も
そ
の
状
況
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
な
い
。
私
は
、
原

発
事
故
が
起
き
た
福
島
の
人
な

ど
が
こ
れ
か
ら
病
気
に
か
か
る

こ
と
を
心
配
し
て
い
ま
す
。

「
命
が
大
事
」忘
れ
な
い
で

　

誰
が
何
を
言
お
う
と
、
核
は

危
険
で
す
。
安
倍
政
権
は
原
発

を
再
稼
働
さ
せ
る
意
向
だ
そ
う

で
す
が
、
結
局
は
何
で
も
い
い

か
ら
カ
ネ
も
う
け
し
た
い
勢
力

と
結
び
付
い
て
い
る
の
だ
と
思

う
。
最
高
の
知
識
を
持
っ
て
い

る
の
に
、
原
発
事
故
後
で
さ
え

反
省
し
な
い
人
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
な
ら
ば
、
自
ら
の
命
は

自
ら
守
る
し
か
な
い
。

　

真
実
に
気
付
い
た
市
民
は
、

す
で
に
現
れ
ま
し
た
。
毎
週
金

い
つ
ま
で
待
っ
て
も
国
民
の
多

数
に
効
果
は
出
ま
せ
ん
。

　

逆
に
、
株
高
バ
ブ
ル
が
は
じ

け
る
。
景
気
は
良
く
な
ら
ず
、

物
価
は
上
が
る
。
消
費
税
も
上

が
る
。
さ
ら
に
、「
成
長
戦

略
」
で
労
働
法
制
の
改
悪
や
社

会
保
障
の
負
担
増
も
控
え
て
い

る
の
で
す
。

　

選
挙
で
与
党
が
勝
て
ば
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
は
え
ら
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
正
体
を
一
日
も
早
く
見
破
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ん
べ
・
ゆ
き
お 

１
９
４
０

年
生
ま
れ
。
第
一
勧
銀
総
合
研

究
所
専
務
理
事
、
神
戸
大
学
大

学
院
教
授
を
経
て
、
現
在
「
暮

ら
し
と
経
済
研
究
室
」
を
主

宰
。『「
構
造
改
革
」
と
い
う
幻

想
』（
岩
波
書
店
）、『
消
費
税

増
税
の
大
ウ
ソ
』（
共
著
・
大

月
書
店
）
な
ど
著
書
多
数
。

ひ
だ
・
し
ゅ
ん
た
ろ
う　

軍
医

と
し
て
赴
任
中
、
広
島
原
爆
に

被
爆
。
直
後
か
ら
治
療
に
奔
走

し
、
都
内
や
埼
玉
県
で
貧
し
い

人
た
ち
が
通
え
る
診
療
所
も
設

け
た
。
核
兵
器
廃
絶
運
動
に
も

加
わ
り
、
福
島
原
発
事
故
後
は

放
射
線
の
健
康
影
響
に
つ
い
て

発
言
し
続
け
て
い
る
。

曜
に
脱
原
発
を
求
め
て
首
相
官

邸
前
に
集
ま
り
、「
子
ど
も
を

守
れ
」
と
叫
ぶ
母
親
た
ち
を
見

る
と
、
日
本
に
も
真
の
民
主
主

義
革
命
が
起
き
始
め
た
と
さ
え

感
じ
ま
す
。
一
人
一
人
の
命
を

守
ろ
う
と
す
る
運
動
は
、
核
廃

絶
を
求
め
る
国
際
社
会
の
流
れ

と
同
じ
。「
自
分
は
世
界
の
中

で
た
っ
た
一
人
し
か
い
な
い
大

切
な
命
で
あ
る
」
と
い
う
原
点

さ
え
忘
れ
な
け
れ
ば
、
流
れ
を

押
し
戻
そ
う
と
す
る
動
き
に
は

屈
し
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参議院選挙　　私の視点参議院選挙　　私の視点

開
放
感
い
っ
ぱ
い
の
お
し
ゃ
れ
な
デ
ッ
キ

か
ら
飛
行
機
を
見
る
こ
と
が
で
き
る　
　

　

梅
雨
の
中
休
み
の
午
後
、

久
し
く
行
く
こ
と
が
な
か
っ

た
伊
丹
空
港
（
大
阪
国
際
空

港
）
に
足
を
運
ん
だ
。
か
つ

気
が
す
る
。
そ
れ
で
も
、
関

空
に
比
べ
て
ア
ク
セ
ス
が
良

く
重
宝
さ
れ
て
い
る
。
思
え

　

こ
の
日
の
目
当
て
は
４
階

の
展
望
デ
ッ
キ
「
ラ
・
ソ
ー

ラ
」
だ
。
１
階
に
あ
る
Ａ
Ｎ

デ
ッ
キ
か
ら
足
の
裏
に
心
地

よ
い
自
然
な
感
触
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

　

全
長
４
０
０
㍍
・
総
面
積

５
０
０
０
平
方
㍍
と
、
国
内

の
空
港
の
展
望
デ
ッ
キ
の
中

力
満
点
で
、
何
と
も
す
が
す

が
し
い
気
持
ち
に
な
る
。

　

し
ば
ら
く
こ
の
空
気
に
浸

っ
た
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
シ

ョ
ッ
プ
街
を
散
策
す
る
と
、

何
か
、
旅
行
に
で
も
行
っ
た

と
と
き
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
。
関
西
の
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
定
番
と
な
っ
て
い

る
の
も
う
な
ず
け
る
。

　

他
に
も
、
日
本
や
世
界
各

地
か
ら
集
め
ら
れ
た
山
野

草
、
高
山
植
物
が
育
つ
ロ
ッ

ク
ガ
ー
デ
ン
や
世
界
各
国
の

珍
し
い
植
物
を
観
賞
で
き
る

「
ラ
・
ソ
ー
ラ
庭
園
」
も
季

節
ご
と
に
訪
れ
る
人
を
迎
え

て
く
れ
る
。
た
だ
し
、
飛
行

機
を
見
て
い
る
だ
け
で
は
物

足
り
ず
、
ど
こ
か
に
連
れ
て

行
け
と
せ
が
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
　
（
新
聞
部
・
三
木
正
弘
）

Ａ
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
カ
ウ

ン
タ
ー
を
横
目
に
過

ぎ
、
２
階
へ
上
が
り

感
じ
に
な
っ
た
。

　

日
頃
、
ま
と
ま
っ
た
休
み

が
取
れ
ず
旅
行
に
も
い
け
な

い
我
わ
れ
歯
科
医
師
に
し
ば

ば
、
関
空
の
利
用
を
拡
大
し

よ
う
と
、
伊
丹
廃
港
を
し
き

り
に
主
張
し
て
い
た
の
は
府

知
事
時
代
の
橋
下
徹
氏
で
あ

っ
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
屋
上
の
デ

ッ
キ
へ
到
着
し
た
。
入
場
は

無
料
だ
。

　

日
曜
日
と
あ
っ
て
か
、
結

構
な
人
手
だ
っ
た
。
木
製
の

で
は
最
大
規
模
の
ス
ケ
ー
ル

を
誇
っ
て
い
る
。
広
々
と
し

た
空
間
は
解
放
感
あ
ふ
れ
、

目
の
前
に
は
滑
走
路
が
広
が

る
。
飛
行
機
の
離
発
着
は
迫

し
の
間
、
空
の
旅
に
思
い
を

馳
せ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

夜
間
の
デ
ッ
キ
か
ら
（
午

後
９
時
半
閉
鎖
）、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
光
溢
れ
る
幻
想

的
な
滑
走
路
を
眺
め
る
の
も

一
興
だ
。
夜
の
「
ラ
・
ソ
ー

ラ
」
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ひ

252

伊
丹
空
港
展
望
デ
ッ
キ
で
旅
気
分

ラ
・
ソ
ー
ラ

ラ
・
ソ
ー
ラ

て
、
大
阪
か
ら

世
界
に
つ
な
が

る
扉
で
あ
っ
た

伊
丹
空
港
も
、

今
は
国
内
線
の

み
と
な
っ
て
い

る
。
私
の
診
療

所
（
豊
中
市
）

の
上
を
飛
び
交

っ
て
い
た
飛
行

機
の
数
も
減
っ

た
。
社
会
問
題

に
も
な
っ
た
騒

音
に
は
悩
ま
さ

れ
た
が
、
多
少

寂
し
く
な
っ
た


